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1. はじめに

現在,画像を商品検索に応用する類似画像検索の研究が注
目されている. 画像の撮影デバイスはいろいろあるが,この
研究では携帯電話のカメラを用いて撮影した画像から対象

物を切り出す処理を主に行う.

2. 携帯カメラの画像の特徴とその対策

携帯電話のカメラで撮影された画像に関しては以下のよ

うな影響に対する対策が必要である.

1. 撮影角度による画像の歪み
ハフ変換,擬似アフィン変換により補正する.

2. 撮影時の手ぶれによる画像の乱れ
ウィーナフィルタを用いて除去する.

3. 焦点ズレによるピンぼけ
ある程度対応

3. 研究の概要

本研究の流れを図 1に載せる.

図 1: 全体の流れ

対象物の切り出し処理にはNeatVision[3]と呼ばれる Java
ベースの画像処理ソフトを用いる. 今回は対象物の切り出し
易さの観点と,データの多さと言う観点から身近な書籍のみ
に限定し, 実際に携帯電話のカメラで撮影した画像を用いど
の程度の切り出し精度があるか実際に試した.
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4. NeatVision

NeatVisionはダブリン市大学のビジョン・システム・グ
ループが開発した Java ベースのフリーの画像処理ソフト
ウェアである. 本研究は NeatVisionを用いて開発を行う.

5. 対象物の切り出し処理

対象物の切り出しの処理は,図 2にある流れで行われる.
NeatVisionの処理内容を図 3に載せる.

図 2: 切り出し処理

図 3: NeatVisionパッチ図

5.1 前処理としての輪郭抽出

Cannyオペレータで抽出された輪郭線から書籍輪郭線以
外のノイズを除去するため輪郭抽出を終えた画像から垂直

成分と水平成分を抽出する.
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5.2 ハフ変換と直線検出

垂直成分,水平成分それぞれにおいて書籍の輪郭を取得す
るためにハフ変換を用いる. ハフ変換は以下の式で与えら
れる.

ρ = xcosθ + ysinθ

この式によって (x,y)座標系から (ρ,θ)極座標系へと変換し,
極座標系での曲線の交点から直線を抽出する. 本研究では垂
直成分から左部垂直線,右部垂直線を 2本抽出し,水平成分
から上部水平線,下部水平線を 2本抽出し, 合計 4本の直線
を抽出している.例を図 4に載せる.

図 4: 書籍輪郭の抽出

5.3 擬似アフィン変換

抽出された直線の交点座標を用い,書籍画像を拡大膨張さ
せる.これにより台形歪み補正も行われることになる. この
変換には以下の式の擬似アフィン変換を用いた.

{
x′ = a1x + a2xy + a3y + a4

y′ = b1x + b2xy + b3y + b4

変換前の座標系を (x,y),変換後の座標系を (x′,y′)として
変換係数 a1～a4, b1～b4 を求める.

6. 評価

実行結果を図 5に載せる.
ハフ変換による直線検出が (a)～(d),擬似アフィン変換が (e)
～(h)である. (d),(h)は失敗例である.

7. 終わりに

切り出しにおいて,書籍の輪郭ではなく表紙のイラストの
輪郭を抽出してしまうことがあり, それを改善することが今

図 5: 実行結果

後の課題である.
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